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第 31 回　日本プロ音楽録音賞 2025

第 31 回日本プロ音楽録音賞実施について
第 31 回日本プロ音楽録音賞運営委員会

委 員 長　高田 英男・副委員長  高橋 邦明
　本年度の応募作品の分類については、昨年同様に Best Sound 
部門と Super Master Sound 部門を統合した Best Master 
Sound 部門、そして Immersive 部門、アナログディスク部門を
今年度も継承しつつ、審査方法等につきましては更なる精査及び検
討を行い、評価・顕彰します。なお、優秀賞に選定された作品を音
楽業界主要 5 団体が設立した CEIPA が開催する「Music Awards 
Japan 2026」の「グランプリエンジニア賞 in association 
with PMRAJ」ノミネート対象作品として、顕彰区分を超えた審査・
評価により 1 作品を選定し顕彰する（予定）。

（PMRAJ：Professional Music Recording Award of Japan/
日本プロ音楽録音賞の英語表記）
放送部門については、昨年と同様に 2ch ステレオとマルチ ch サ
ラウンドに区分して顕彰する。
本年度の応募作品対象期間は以下の通り。

【応募作品対象期間】
・2024 年 9 月 1 日から 2025 年 8 月 31 日
本年度第 31 回の実施に際しては、一般社団法人 日本オーディオ
協会（JAS）、一般社団法人 日本音楽スタジオ協会（JAPRS）、特
定非営利活動法人 日本レコーディングエンジニア協会（JAREC）、
一般社団法人 日本レコード協会（RIAJ）、一般社団法人 MPN、日
本放送協会 （NHK） の 6 団体により運営委員会を構成する。
この顕彰制度は、後援の経済産業省をはじめ、関係者より高い評価
を頂いておりますが、運営委員会として、第 31 回日本プロ音楽録
音賞を成功させるべく、一層努力して参る所存です。

「第 31 回日本プロ音楽録音賞」応募要項
1.実施目的
本賞は音楽文化と産業の発展の一翼を担う録音エンジニアが制作し
応募した音楽録音作品について、エンジニアが有する音楽に対する
感性、技術力等を評価することにより、授賞対象優秀作品および最
優秀作品並びにベストパフォーマー賞を選定し、これに携わり制作
を担ったエンジニアおよびベストパフォーマーのアーティストを顕
彰することでエンジニアの技術の向上と次世代エンジニアの発掘を
図ることを目的とし、表彰を行うものである。
2.審査対象

（1） Best Master Sound 部門、Immersive 部門、アナログディ
スク部門および放送部門の放送メディア作品
　国内において企画され、2024 年 9 月 1 日から 2025 年 8 月
31 日までの間に初めて国内で発売（2024 年 9 月 30 日までに
サンプル盤が配布されているものを含む）、または公に放送・配信
された（2025 年 9 月 30 日までに放送・配信が決定しているも
のを含む）音楽録音作品を審査の対象とする。
尚、旧譜の音源が新たにミキシングもしくはカッティングされた作
品は応募が可能です。但し、全ての作業を国外で行った作品を除く。

3. 応募資格者
（1）自薦：応募作品の制作に主要な役割を担ったエンジニア（Best 
Master Sound 部門、アナログディスク部門はカッティングおよ
びマスタリング・エンジニアを含む）とする。

（2）推薦：レコード会社・音楽出版社・番組制作会社等のディレ
クター、プロダクションの担当者、ミュージシャン等を含めた制作
関係者、および運営委員会が推薦を依頼した関連各社とする。
4.受賞資格者
最優秀作品および優秀作品の制作に主要な役割を担ったエンジニア
とし、Best Master Sound 部門、アナログディスク部門および放
送部門は 1 作品当り 3 名以内、Immersive 部門については 1 作
品当り 2 名以内とする。
5.応募作品の分類および授賞区分
応募作品部門の分類および授賞区分は次のとおりとする。
Best Master Sound 部門
： ク ラ シ ッ ク、 ジ ャ ズ、 フ ュ ー ジ ョ ン（2ch）（CD、SACD、
DVD、BD & 配信）
：ポップス、歌謡曲（2ch）（CD、SACD、DVD、BD & 配信）
Immersive 部門：サラウンド作品全般。ジャンルを問わず。
アナログディスク部門：2ch ステレオ、33 1/3・45 回転、ジャ
ンルを問わず。
放送部門
：2ch ステレオ（ラジオ番組：AM、FM、衛星放送）（有線放送）（テ
レビ番組：地上波、衛星放送）
：マルチ ch サラウンド（テレビ番組：地上波、衛星放送）
ベストパフォーマー賞：Best Master Sound 部門、Immersive 
部門、アナログディスク部門の全応募作品よりベストパフォーマー
を選定。
ニュープロミネント賞：30 歳代までのエンジニアが担当した応募
作品（Best Master Sound 部門、 Immersive 部門、アナログディ
スク部門）より次世代を担うエンジニアとしてニュープロミネント
賞を選定。
6.応募作品のメディア
Best Master Sound 部門のパッケージ作品は市販商品での応募
とし、他の音声記録メディアによるコピーでの応募は受け付けませ
ん。ノンパッケージ作品のオーディオ・ファイル・フォーマットは、
実際に配信されている音源と同等なファイルおよびフォーマットで
の応募を基本とする。（WAV、FLAC および DSDIFF、DSF 等）
Immersive 部門のパッケージ作品は市販商品での応募とし、ノ
ンパッケージ作品はマルチチャ ンネル音源でのミックスマスター
として、ファイル・フォーマットは WAV、および ADM BWF、 
DSDIFF、DSF 等とする。360 Reality Audio 音源につきまして
は、360 WalkMix Creator などで Export された Master ADM、
もしくは非プリレンダリング（Unprocessed）Export など 360 
WalkMix Player で再生できるフォーマットでのご応募を基本と
し、48kHz 24bit LPCM（MPEG-H 圧縮後に WAV に変換され
た 24 オブジェクト音源）のご応募でも可とします。その他のデー
タについては事務局へご相談ください。（※ご応募いただいた音源
につきましては審査のみの再生となりますが、納品マスターを応募
作品とする場合は必ず制作ご担当者の許諾を得て下さい。）
放送部門：2ch ステレオ ビデオ（XDCAM、P2）および WAV ファ
イル。
放送部門：マルチ ch サラウンド ビデオ（XDCAM、P2）
XDCAM、P2 は内部データをすべて Blu-ray Disc にコピーして
の応募も可能です。 （※放送番組全編ではなく、視聴希望パートの
みをコピーしてご提出ください。）また、映像圧縮フォーマットに
ついては、応募用紙に記載している通りです。

https：//www.japrs.
or.jp/pro_rec/
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4K 放送作品につきましては、審査の都合上 2K にダウンコンバー
トしてご応募下さい。
HDCAM での作品応募につきましては事務局までお問い合わせ下
さい。他の 5.1ch 音声記録メディアについては別途連絡のこと。
尚、最大 ch 数は 5.1ch とし、22.2ch で放送されている作品は、
ダウンミックスされた作品での応募とします。
※ XDCAM のメディアは 3 層（黄色）を避けてご応募ください。
★放送メディアに応募の際は、局および制作会社の担当者に事前了
解を得て下さい。
　また、ラジオ番組に関しては、担当されている皆様からのより広
範囲な応募を期待しております。
　更に、放送局の外部制作者として音楽番組を担当されている皆様
からの積極的な応募も期待しております。
7.応募作品数
応募作品の制作に主要な役割を担ったエンジニア 1 名 1 作品の応
募を原則とする。但し、 Immersive 部門、アナログディスク部門、
および応募作品を共同制作したエンジニア等及び推薦作品について
はこの限りではない。
8.応募方法
応募要項巻末の応募項目を確認いただき、一般社団法人日本音楽ス
タジオ協会ホームページ“第 31 回日本プロ音楽録音賞”ご案内
ページ内リンク先にある各部門のエントリーフォームから必要項目
をご入力いただくか、各部門の応募用紙をダウンロードいただき必
要項目をご入力のうえ、運営事務局（japrs@japrs.or.jp）までメー
ル添付にてお送りください。
　パッケージ作品につきましては市販商品をお送りいただき、その
他音源ファイル等につきましては、各種メディアにコピーもしくは
アップロード等にてお送りください。
※応募作品の返却を希望される方は、送料をご負担いただくことと
ご了承下さい。
9.応募受付期間
応募受付期間は、2025 年 9 月 1 日（月）から 9 月 30 日（火）
までの必着とします。
応募作品送付先
一般社団法人 日本音楽スタジオ協会	 事務局長 内藤 重利
〒 162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町 565-10 ビルデンスナイキ 302 
TEL：03-3200-3650
審査方法
曲名や所属先およびエンジニア名などを伏せたブラインドホールド
式で行い、共通審査項目をそれぞれ採点し、100 点を満点として
得られた採点表を集計し、平均点の上位得点の中から授賞対象優秀
作品（ノミネート作品）を選定し、その中から最高得点作品を最優
秀賞に決定します。尚、審査委員が関わる応募作品については、審
査をせず不採点とし、他の審査委員の採点を集計することにより公
平を期しています。
審査発表
部門ごとに審査委員会を構成して、応募作品を審査します。
Best Master Sound 部 門 の“ ク ラ シ ッ ク / ジ ャ ズ / フ ュ ー
ジョン”および“ポップス / 歌謡曲”については各優秀 2 作品、
Immersive 部門については優秀 2 作品（予定）、アナログディス
ク部門については優秀 2 作品、放送部門 2ch ステレオおよびマル
チ ch サラウンドについては各優秀 2 作品、そしてそれぞれを事前
発表し、2025 年 12 月 5 日（金）「音の日イベント」の授賞式会
場（東京千代田区：KANDA SQUARE HALL）に於いて、各部門
の最優秀作品を発表いたします。それ以前の問い合わせには応じら
れません。
なお、優秀賞に選定された作品を音楽業界主要 5 団体が設立した 

CEIPA が開催する「Music Awards Japan 2026」（開催日時
未定）において「グランプリエンジニア賞 in association with 
PMRAJ」のノミネート対象とし、更に顕彰区分を超えた審査評価
により 1 作品をとして選定し発表いたします。（予定）
審査委員の構成
総合審査委員長 内沼 映二 副審査委員長 高田 英男、高橋 邦明
Best Master Sound 部門、Immersive 部門、アナログディスク
部門 審査委員：今関 邦裕、内沼 映二、小長谷 成希、川澄 伸一、
倉田 信雄、末永 信一、高田 英男、高橋 邦明、角田 敦、藤枝 俊量、
増田 晋、三浦 瑞生、山田 幹朗、吉田 保、脇田 貞二  他、各顕彰
部門に精通したレコーディングおよびマスタリングエンジニアから
選出（予定）
放送部門	審査委員：深田 晃、阿部 健彦、五十嵐 公彦、今村 公威、
亀川 徹、中島 博和、松永 英一
主催、後援、協賛、賛助および協力
主 催 一般社団法人日本オーディオ協会、一般社団法人日本音楽ス
タジオ協会、特定非営利活動法人日本レコーディングエンジニア協
会、一般社団法人日本レコード協会、一般社団法人 MPN
後 援  経済産業省（申請中）
協 賛 NHK、一般社団法人 日本民間放送連盟、株式会社ステレオ
サウンド
賛 助：Sound&Recording、CDJournai、Stereo Sound、
AudioAccessory、anelog
協 力： NPO 法人ミュージックソムリエ協会、株式会社ソニー・
ミュージックソリューションズ /mora/ ソニー・ミュージックス
タジオ、 Xandrie Japan 株式会社 /Qobuz、オトトイ株式会社 /
OTOTOY、株式会社サウンド・シティ、 パナソニック株式会社、
株式会社ミキサーズラボ / ワーナーミュージック・マスタリング、
ビクターエンタテインメント株式会社 / ビクタースタジオ、株式
会社ジェネレックジャパン、日本コロムビア株式会社、株式会社 
JVC ケンウッド・クリエイティブメディア、東洋化成株式会社、
株式会社キング関口台スタジオ、東放学園音響専門学校

（以上順不同、申請中を含みます）
問い合わせ先
一般社団法人 日本音楽スタジオ協会 （運営事務局）
https：//www.japrs.or.jp
〒 162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町 565-10 ビルデンスナイキ 302
事務局長	内藤 重利
E-mail：japrs@japrs.or.jp	 TEL：03-3200-3650
一般社団法人 日本オーディオ協会
〒 108-0074 東京都港区高輪 3-4-13 第二高輪偕成ビル 4F
専務理事・事務局長  末永 信一
E-mail：jas@jas-audio.or.jp	TEL：03-3448-1206
特定非営利活動法人 日本レコーディングエンジニア協会
〒 162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町 565-10 ビルデンスナイキ 302
事 務 局	 伊東 真奈美
E-mail：jarec@jarec.com	 TEL：03-3200-5811
一般社団法人 日本レコード協会
〒 106-0032 東京都港区六本木 1-8-7 MFPR 六本木麻布台ビル 13 階
企画・広報部部長 丹野 祐子
E-mail：tanno@riaj.or.jp	 TEL：03-5575-1305
一般社団法人 MPN
〒 107-0061 東京都港区北青山 2-10-29 日昭第 2 ビル 2F
常務理事	高村　宏　
E-mail：takamura@mpn.or.jp　TEL：03-5772-4484
※第 31 回日本プロ音楽録音賞は、一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管
理協会（SARTRAS）共通目的基金の助成を受け運営されています。
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第 38 回東京国際映画祭
10 月 27 日（月）～ 11 月 5 日（水）に開催

【オープニング】作品が決定 ‼
『てっぺんの向こうにあなたがいる』

　今年のオープニング作品は『てっぺんの向こうにあなたがいる』
（10/31（金）公開、監督：阪本順治）。本作は、女性として世界
で初めてエベレスト登頂を果たした登山家・田部井淳子氏の半生を、
壮大なスケールと圧倒的な感動で描くヒューマンドラマ。
　1975 年 5 月 16 日、日本時間 16 時 30 分。田部井淳子は女
性として初めて世界最高峰エベレストの登頂に成功した。本作は、
その歴史的快挙を含む田部井氏の挑戦と軌跡を、原案となった著書

『人生、山あり“時々”谷あり』をもとに映画化したもの。
　監督は数々の名作を世に送り出してきた阪本順治。彼にとって 
31 本目の長編劇場作品 となり、渾身の力で人間の強さと優しさを
描き出した。脚本は坂口理子、音楽は安川午朗が担当。主演には日
本映画界を代表する吉永小百合を迎え、田部井氏の生き様を圧倒的
な存在感で体現している。
日本映画の新たな可能性を示すエンターテインメント大作として、
映画祭の幕開けを飾るにふさわしい作品となっている。

■オープニング作品 『てっぺんの向こうにあなたがいる』
　1975 年、エベレスト山頂に向かうひとりの女性の姿。一歩一
歩着実に山頂（てっぺん）に向かっていくその者の名前は多部純子。
日本時間 16 時 30 分、純子は女性として初の世界最高峰制覇を果
たした――しかしその世界中を驚かせた輝かしい偉業は、純子に、
その友人や家族たちに光を与えるとともに深い影も落とした。晩年
においては、余命宣告を受けながらも「苦しい時こそ笑う」と家族
や友人、周囲をその朗らかな笑顔で巻き込みながら、人生をかけて
山へ挑み続けた。登山家として、母として、妻として、ひとりの人

間として…。純子が、最後に「てっぺん」の向こうに見たものとは
――。
監督：阪本順治　脚本：坂口理子　音楽：安川午朗　原案：田部井
淳子「人生、山あり“時々”谷あり」（潮出版社）　製作総指揮：木
下直哉
出演：吉永小百合、佐藤浩市、天海祐希、のん　ほか
配給：キノフィルムズ（2025 年 10 月 31 日（金）全国公開 / 日本）
■阪本順治監督コメント
　オープニング上映と聞き、大変嬉しく思います。映画を作る工程、
作業の形態が様変わりしても、大きなスクリーンと繊細な音設計で
観客の皆さんに楽しんでもらえるその喜びは、アナログの時代から
変わりません。ましてや、時代を越えてスターであり続ける吉永小
百合さんの存在は、いつだって私たちの宝です。どうか、皆さま、
劇場へお越しくださいませ !!

■東京国際映画祭プログラミング・ディレクター市山尚三コメント
実在の女性登山家とその家族を描いた『てっぺんの向こうにあなた
がいる』は、主役を演じられた吉永小百合さんの圧倒的な存在感と、
阪本順治監督の的確な演出とで、今年の日本映画を代表する感動作
となりました。世界の観客もまた、この映画に感動してくれると確
信しています。この素晴らしい作品で東京国際映画祭を開幕できる
ことを光栄に思います。
＜第 38 回東京国際映画祭 開催概要＞
■開催期間：2025 年 10 月 27 日（月）～ 11 月 5 日（水）
■会場：日比谷・有楽町・丸の内・銀座地区
■公式サイト：www.tiff-jp.net
<TIFFCOM2025 開催概要 >
■開催期間：2025 年 10 月 29 日（水）～ 10 月 31 日（金）
■公式サイト：www.tiffcom.jp

【『てっぺんの向こうにあなたがいる』に関するお問い合わせ】
アニープラネット　（mailto：press@annieplanet.co.jp）　03-
3549-1266
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CEATEC 2025のポイント

7

① 800を超える企業/団体が出展、半数近くがAI関連の展示を予定

② 3つの企画展示 「AXパーク」「パートナーズ&グローバルパーク」「ネクストジェネレーションパーク」

③ 多種多様なテーマ、総数で180を超えるコンファレンスプログラム

④ 会期前の10月7日(火)、東京ポートシティ竹芝にて記者会見と先行展示を開催予定

CEATEC 2025エリア構成
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パートナーズ＆グローバルパーク
独自テーマを設定し、あらゆる産業・業種のパートナーとともに
Society 5.0の未来社会を体現する「共創」エリア

ネクストジェネレーションパーク
次世代を担う新進気鋭の企業や教育機関がテクノロジーと
研究成果を披露するエリア

AXパーク
AIで世界を変えていく最前線に立つ企業や団体と共に、
大きく変わるこれからの未来社会や最新技術・ソリューションを発信

8

CEATEC 2025 ポイント②-1
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AXパーク

研究機関からスタートアップまで多様な出展者が集い、AIの最新技術と
社会実装の取り組みを紹介します。特設ステージでは生成AIや産業AIなど
幅広い分野のセッションを連日開催。展示とプレゼンテーションを通じて、
AIの現在地と未来を体感できるエリアです。

CEATEC 2025 ポイント②-2
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パートナーズ＆グローバルパーク

「Society 5.0」の実現を目指した14の独自テーマを設定した
パビリオンが出展します。また、EU各国＋5か国がブースを構え、
最先端技術や革新的なソリューションを発信する予定です。
（EU：日欧産業協力センター、カナダ オンタリオ、ラトビア、インド、ウクライナ、ウズベキスタン）                                            

海洋デジタル社会パビリオン

暮らしのDXパビリオン

CEATEC 2025 ポイント②-3
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ネクストジェネレーションパーク
100以上のスタートアップ、大学研究機関、企業内新規事業開発
部門が出展。共創パートナー・協賛・スポンサーなどの協力のもと、
トークステージを新設。

＜マッチング支援企画＞

共創体験ツアー
課題に適したスタートアップ等をアビームコンサル
ティングが選定/案内し、マッチングを支援

共創アイデア生成 AIエージェント
アビームコンサルティングの共創ノウハウを活用し
たAIエージェントがCEATEC出展企業との共創
アイデアを即時生成

CEATEC 2025 ポイント③-1
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業界をリードする企業や有識者によるセッションをはじめ、注目テーマを
多角的に掘り下げるパネルディスカッション、出展者による技術紹介や
導入事例のプレゼンテーションなど、多彩なセッションを予定しています。

Day 1
10月14日(火)

オープニングセッション「AI」「サステナビリティ」「地方創生2.0」、
「オール光ネットワーク」など、最新トレンドに関するセッションが多数

CEATEC 2025 ポイント③-2
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AIエージェント産業革命と日本のポテンシャル
コンベンションホールB10月14日(火) 10時15分～

生成AIはAIエージェントへと爆速で進化を遂げ、あらゆる産業に変化を巻き起こす
ことが予見されています。本セッションでは、モビリティ、IoT、アニメ制作、コールセンター
各領域でAI活用を牽引するキーパーソンが実例を交えて展望を語り、多角的な議論
からAIエージェント時代の日本の強みを再確認します。

砂金 信一郎 氏
Gen-AX株式会社 代表取締役社長 CEO

櫻井 大樹 氏
株式会社サラマンダー CEO

Aya Zook 氏
Uber AI Solutions Japan Commercial Head

モデレーター：田中 正宏 氏（株式会社ウフル 執行役員）

CEATEC 2025 ポイント③-3
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サステナブルな社会の実現に向けて
コンベンションホールB10月14日(火) 13時00分～13時45分

サステナブルな社会の実現と社会課題の解決に向けて、 
業界を超えたフロントランナーがパネルディスカッションにより、 幅広く議論を行います。

三部 敏宏 氏
本田技研工業株式会社
取締役代表執行役社長

漆間 啓 氏
三菱電機株式会社
代表執行役執行役社長 CEO

清水 信哉 氏
エレファンテック株式会社
代表取締役社長

野地 春菜 氏
newmo株式会社
COO兼共同創業者

酒井 里奈 氏
株式会社ファーメンステーション
代表取締役

進行役
佐久間 あすか 氏
日経CNBC キャスター

CEATEC 2025 ポイント③-4
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地方創生2.0 強い経済、豊かな生活環境、新しい日本・楽しい日本
コンベンションホールB10月14日(火) 15時00分～16時30分

本年6月、今後10年間を見据えた「地方創生2.0」の方向性を提示する「地方創生2.0基本構想」が閣議決定されました。「地方創生 2.0」は、単なる地域
活性化策ではなく、 我が国の活力を取り戻す経済政策であり、多様な幸せを実現するための社会政策であり、そして地域が持つ本来の価値や楽しさを再発見
する営みです。「地方創生2.0」の推進には、 地域住民や産官学金労言士等国民の皆様一人一人の力が欠かせません。本パネルディスカッションでは、その  
目指す姿である、「強く」、「豊か」で「新しい・楽しい」地方・日本の実現に向け、各省庁の施策を紹介しつつ、今後の展望について議論します。

基調講演
海老原 諭 氏
内閣官房
新しい地方経済・生活環境創生本部 事務局長

恩田 馨 氏
総務省
大臣官房地域力創造審議官

宮本 岩男 氏
経済産業省
経済産業政策局 地方創生担当 政策統括調整官

笠尾 卓朗 氏
国土交通省
大臣官房審議官（総合政策）

岡田 智裕 氏
デジタル庁
国民向けサービスグループ
次長／審議官

田中 里沙 氏
学校法人先端教育機構
事業構想大学院大学
学長・教授

モデレーター
岸田 里佳子 氏
内閣官房
新しい地方経済・生活環境創生本部事務局
審議官

CEATEC 2025 ポイント③-5
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Day 2
10月15日(水)

「5G/6G」「スマートホーム」「産業データスペース」など、事例紹介や将来展望に関するセッションを予定

Day 3
10月16日(木)

「ダイバーシティ」「海洋DX」「グリーンｘデジタル」など、最新トレンドに関するセッションを予定

CEATEC 2025 ポイント③-6
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Day 4
10月17日(金)

大阪・関西万博の「万博レガシー」に関するセッションを準備中

吉村 洋文 大阪府知事 講演決定

CEATECの歩み

3

～1990年代 2000年～ 2024年2016年～

CEATECの前身
日本電子工業展

エレクトロニクスショー

エレクトロニクスショーと
COM JAPANが統合

CEATECとして新たなスタート

CPS/IoTを実現する
電子部品・デバイス・

ソリューション・サービスを含む
総合展へ進化

Japan Mobility Show 
Bizweek 2024と併催

新たな展開へ

CEATECは、デジタル産業を支える人たちとデジタル技術を活用する人たちが一同に会し、
デジタル技術の発展ならびに社会実装はもとより、デジタル技術に親しみ、学び、共創する場を

提供することで、社会を豊かにすることを目指す、「デジタルイノベーションの総合展」 

CEATEC 2024 開催実績

5

プレゼンターは CEATEC エグゼクティブプロ
デューサー　鹿野清氏。

CEATEC 2025 開催概要
開催テーマ Innovation for All
開催趣旨経済発展と社会課題の解決を両立する「Society 5.0」の実現

を目指し、あらゆる産業・業種の人と技術・情報が集い、「共創」によっ
て未来を描く
会期 2025 年 10 月 14 日（火）～ 17 日（金）
会場幕張メッセ
入場無料（全来場者登録入場制）
主催一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）
共催一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会（CIAJ）
一般社団法人ソフトウェア協会（SAJ）


